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研究成果の概要（和文）：本研究は、同じ研究組織での過去の経済学方法論にかんする科研費研究(B21133047,
B2528066)を基盤にして、経済学(方法論）と哲学との関連を明らかにしようとしたものである。経済学(方法
論）と哲学との関連は、17-8世紀の近代の経済学の誕生以来、現代にいたるまで何らかのかたちで連綿と続いて
いる。本研究グループはそのすべての成員が経済学史を研究地盤とする研究者なので、一方での各時代の経済学
と、他方、古典経験論哲学から現代の科学哲学にいたる哲学との関連を分業によって解明した。

研究成果の概要（英文）：With the aid of JSPS's  grants, our research group had studied the 
methodology of economics from the historical viewpoint and published two books so far. This time, we
 thought it necessary to analyze the relation between economics and philosophy in the historical 
context in order to deepen the history of economic methodology.In the scholarship in this field, few
 attempts were made to clarify the historical relation between the two disciplines. As all of our 
reserch group are specilized in the history of economics, taking advantege of the merit, we have 
been able to address our problem.   

 

研究分野： 経済学方法論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
経済学と哲学とは、近代の経済学の誕生以来、切り離せない関係にある―例えばジョン・ロックは哲学者であっ
て、有名な経済学の書物を著わしている―にも拘わらず、両者の関係を歴史的に丹念に追求した研究は多くな
い。もう少し厳密に言うと、20世紀中ごろ以降の科学哲学の動向には、一部の経済学者が関心を払ってきたが、
科学哲学の成果を単純に受け入れるのみで、両者の内在的な関係を捉えてきたとは言えない。本研究では、現代
のみならず、経済学の歴史を遡って経済学(方法論）と哲学の関係を立ち入って考察してきたものとして、学術
的・社会的意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  本研究グループは、「経済学方法論フォーラム」という組織としてすでに 2 回の科研費交付
を受けているが、本研究では過去のそれらの研究をふまえて、経済学方法論と哲学の関係を立ち
入って検討しようと考えた。経済学、あるいは経済学方法論と哲学とは、17-8 世紀における経
済学の誕生以来、密接な関係にあるにもかかわらず、20 世紀に入っての科学哲学と経済学方法
論の関連についての研究を除けば、十分な考察がなされてこなかった。 
 『国富論』の著者アダム・スミスが道徳哲学者であったことはよく知られているが、ロックや
ヒュームといった、今日では哲学者として知られている学者たちも経済学についての書物や論
文を書いている。しかしながら、例えばヒュームであれば、彼の哲学は哲学者が研究し、彼の経
済学は経済学者が研究するというように、経済学と哲学の関連を問う試みはこれまで少なかっ
た。 
 先に述べたように、20 世紀以降に関しては科学哲学と経済学方法論の関連が問題にされるよ
うになってきたが、その内実は科学哲学（および科学史）の分野の成果を、経済学方法論に機械
的に受容するといった研究が大勢を占めていた。したがって、(哲学との関連を問うとはいえ)そ
のような現代の経済学方法論の在り方に関しては、専門家の間で批判や反省の声が上がってい
るというのが、研究史の現状であった。 
 そうした背景のなかで、本研究グループはそのほとんどが経済学史を研究母体とする者であ
るというメリットを生かして、18 世紀から現代に至るそれぞれの専門領域の経済学者たちにお
ける、経済学(方法論)と哲学との関連を追及することを目指した次第である。 
 
２．研究の目的 
 上に述べたような背景のなかで研究に着手したが、研究グループの各自はそれぞれに固有の
テーマをもっている。そうした各自の独自のテーマは尊重しながら、以下の三点を共通の問題関
心とすることにした。 

（１） 経済学と道徳哲学・政治哲学の関係。 
（２） 経済学と自然科学との関係。 
（３） 現代における経済学と科学哲学の関係。 

 各メンバーがこれら三つについて必ずしもすべて取り組むということではなく、各自の専門
に応じて少なくともひとつは念頭におきながら、根本の課題である、経済学方法論と哲学との関
連にアプローチすることを研究の目的と考えた。 
 
３．研究の方法 
  
本研究グループは、研究テーマが経済学方法論という専門的にかなり限定されたものなので、

そのメンバーは全国に散在している。したがって日常の情報交換は、インターネットをできるだ
け活用して実行した。 
 全メンバーが一堂に会する研究会を年に 3 回もうけているが、それが研究グループとしての
主要な活動の場となった。そこではメンバーがその時点での研究内容を報告して、討論を行うほ
か、メンバー以外の研究者にも参加して頂いて、専門家としての知見を披露して頂いた。今回の 
科研費交付期間中にあっては、中澤信彦氏、佐藤方宣氏に報告して頂いたのは有益であった。 
さらにこの科研費交付期間中、石田が米国のカールトン・カレッジに、久保と上宮が英国のケ

ンブリッジ大学に在外研究を行い、現地での資料収集や関連する分野の研究者との交流に努め
た。  
 以上のように、内外における研究者相互の交流が必ずしも自由ではなかったひと昔前までと
は異なり、情報化、国際化が進んだ研究環境のなかで、それに応じたグループ研究の在り方をで
きる限り追及してきたつもりである。 
 
４．研究成果 
 2017 年度から 2019 年度の年次別の研究成果は以下のとおりである。 
2017 年度 
 初年度にあたるこの年度では、前年に提出していた経済学史学会全国大会での独自のセッシ
ョン開催への申請が認められ、本科研費研究の言わば出発宣言となった。学会は 6月に徳島文理
大学で開かれたが、当グループは「経済学の哲学的次元」というタイトルでセッションを設け、 
佐々木、原谷（その他に中澤氏）が報告し、廣瀬が討論者をし、只腰が司会を担当した。 
 佐々木の報告は、シュンペーターにおける因果性と相互関係性という問題を論じ、原谷は現代
の経済学方法論者であるウスカリ・マキの存在論について報告した。 
 この年度ではこの他に、2回、全体の研究会を開いた。ひとつは 8月末の小樽商科大学でのも
のであるが、ここでは、只腰、佐々木、松本、石田と中澤氏が報告した。このうち、佐々木は自
身が取り組んでいる J.S.ミルの『論理学体系』の翻訳に関連して報告を行ない、松本は、プリ
ーストリーにおける自然科学と社会科学との関連について報告したが、いずれも本研究のテー
マに密接に関わるものであった。 
 12 月に中央大学で開かれた研究会では、上宮と中澤氏がそれぞれ現時点での研究報告を行っ



た。 
 
2018 年度 
 この年度では、7 月に只腰、佐々木編著で『経済学方法論の多元性』（蒼天社出版）を上梓し
た。この著には本研究グループの全員が執筆しており、各自の論文はそれぞれの学問的関心に基
づくそれまでの各自の研究成果を発表したものであるが、本科研費研究の基盤ともなるもので
ある。 
 この年度には全体の研究会を、5月、9月、12 月の 3回開催する予定であったが、9月の北海
道大学での研究会は会の当日起こった地震のため本州方面からの参加者の多くは現地に行くこ
とが出来なかった。そのため、北海道大学の佐々木と事前に現地に行っていた松本によって、今
後の方針にかんして話し合いがもたれた。 
 5 月に関西学院大学で開かれた研究会では、只腰と佐々木が報告した。そのうち、「経済学方
法論と新自由主義」と題した佐々木の報告は、ハイエクやフリードマンの経済学方法論とその哲
学思想の関係にメスをいれるものとして、「哲学なき経済学は可能か」という本研究会のテーマ
にふさわしく、研究のひとつのひな型を示すものであった。 
 他方、只腰の報告は、本研究全体の指針にかんして提案するものであった。すなわち、本研究
会のメンバーは全体として、18 世紀頃から現代にいたる経済学の歴史をほぼカバーしているの
で、各自が自分の専門に応じて、経済学(方法論)と哲学との関連を追及するという問題提起であ
る。例えばスミスと経験論哲学、J.S.ミルと功利主義哲学、ケインズとムーアの哲学というよう
なかたちでの研究が提案されたが、細部は今後、変更の可能性をみとめながら大筋は全体の合意
がえられた。 
 12 月の関西大学の研究会では、中澤氏を招いてバークの経済学と美学・哲学の関係について
報告をお願いした。また、只腰が経済学と哲学の関係について、近代と現代とを歴史的に対比し
た報告をおこなった。 
 
2019 年度 
 この年度は、5月、9月、12月の 3回、全体の研究会をおこなった。5月の中央大学での研究
会では、原谷と松本が報告した。原谷は、経済学における因果性の役割をテーマとして、とりわ
け、説明、意図、メカニズムの 3つの観点から報告を行った。そして、哲学的な因果性概念を整
理することで、様々な主張のなかから単一の定義を採用するのが難しいことを示した。松本の報
告は、プリーストリーにおける経済学と宗教の関係についてのものであるが、経済学、哲学、宗
教が複雑にからみあうプリーストリーの所論について端緒的な分析をした。 
 9 月には、松本があらたに着任した北海道教育大学と小樽商科大学札幌サテライトで研究会が
行われた。報告者は、グループのメンバーである上宮、廣瀬、佐々木と、ゲストとしての佐藤方
宣氏の 4 人であった。 
 上宮は、これまでエッジワースについて研究をつづけてきたが、今回は本科研費研究のテーマ
にふさわしく彼の功利主義について論じた。つまり、エッジワースの経済学が功利主義とは独立
であるというシュンペーターの見解に対して、彼の経済学がその功利主義と不可分であること
を、さまざまな著作を用いて主張した。 
 廣瀬の報告は、20 世紀の新厚生経済学とその哲学的基盤に関してであった。1932 年に出 版
されたライオネル・ロビンズ『経済学の本質と意義』が一つきっかけとなり、さらに 1939 年に
出版されたジョン・ヒックス『価値と資本』が、経済学から価値判断を引き はがし、「純粋理論」
の性格を得ようとしたこと、しかしその結果、政策科学として言い うることが限られるように
なったことなどが論じられた。 
 佐々木は従来つづけてきたシュンペーターについて報告したが、今回はシュンペーターにお
ける心理と論理の問題に関して報告した。 
 ゲストの佐藤方宣氏には、「方法への懐疑と日本での議論」というタイトルで、報告をお願い
した。氏の報告内容は、抽象的個人主義に立脚するオーソドックスな経済学に対して、歴史や制
度を重視する反経済学的な系譜の経済学についてのものであり、その系譜との関連で、日本の現
代における経済学批判についても興味ある見解を示した。近々、上梓する書物を想定した報告の
ようで刺激的な内容であった。 
 12 月に日本大学で開かれた研究会では、久保がケンブリッジで遭遇した日本の経済学者につ
いての報告があった。もう一つ、ゲストとして新進気鋭の若松直幸氏が報告され、リカードウ課
税論における、方法論的論点について見解を示した。 
 この年度では、12 月に開かれた近代経済学史研究会(12 月 22 日、大阪経済大学)で、上述の
『経済学方法論の多元性』の合評会が開かれた。当日は執筆者全員が参加できたわけではないが、
活発な議論が行われた。 
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